
(6) 平成6年 10月寸 5日広報ひらつか

さわやかな秋晴れの目、各地の保育園で

運動会が開かれ、園児たちは、おばあちゃ

ん、お母さんたちといっしょに楽しい 1日

を~ごしました。

第 53フ号

と
な
る
と
何
が
な
ん
で
も
欲
し

く
な
る
の
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

何
度
も
お
茶
を
買
い
つ
つ
、
お

。
••••• U

今
か
ら
三
十
数
年
前
、
お
茶

日
屋
さ
ん
の
飾
り
棚
に
か
わ
い
ら

.
し
い
小
さ
な
き
ゅ
う
す
を
見
つ

け
ま
し
た
。
手
作
り
の
紫
朴
で

た
。
刻
印
銘
が
あ
り
、
作
者
は

既
に
他
界
し
て
お
り
非
売
品
と

の
と
と
。
し
か
し
、
売
ら
な
い

-
将
棋
岡
野
の
会
員
に

湘
南
将
棋
ク
ラ
ブ
で
は
、
小
学

生
以
上
の
方
を
対
象
に
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。
先
生
に
よ
る

指
導
も
あ
る
の
で
、
初
心
者
か

ら
有
段
者
ま
で
気
軽
に
将
棋
が

楽
し
め
る
。
ま
ず
は
ご
連
絡

を
。

マ
棋
会
日
毎
週
土
曜
日

マ
時
間
午
後
3
時

1
9時

マ
会
場
松
原
公
民
館

マ
会
費
月
一
千
円

入
会
希
望
の
方
は
、
同
ク
ラ

ブ
幹
事
の
菅
原
英
行
(
電
話
お

l
五
八
三
五
)
へ
。

-
日
本
舞
踊
を
一

緒
に

郎
の
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
る
。
楽
し
く
日
本
舞
踊
の

お
け
い
こ
を
。

マ
練
習
日
毎
週
水
眼
目
(
た

だ
し
、
月
に
3
回
)

。
譲
り
ま
す
①
有
料
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
用
蚊
帳
、
お
ま
る
、
女
物

子
供
服
、
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン

コ
、
七
五
三
衣
装
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

ド
レ
ス
、
幼
稚
園
園
児
服
、

B
裂

願
い
し
続
貯
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
私
の
ね
ば
り
に
根
負
け
し

た
の
か
、
つ
い
に
手
に
入
れ
る

-つ
笠原八十郎さん(纏)

ゆき

珍
し
い
古
い
物
で
し
た
。

-

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
き
ゅ
う
す
を

“
集
め
て
い
た
と
き
だ
っ
た
の

"
で
、
大
変
ほ
し
い
品
物
で
し

む
・
.
.
.
.
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ビ
ー
玉
よ

り
も
小
さ
な
も
の
や
、
桑
の
木

マ
時
間
午
後
3
時
3
5時

マ
場
所
旭
南
公
民
館

hw
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
大

和
孝
子
(
電
話
担

l
九
八

O
四
)

・
明
る
く
い
い
汗
を

ジ
ャ
ズ
体
蝿
グ
ル
ー
プ
の
大

野
ジ
ャ
ギ
ィ
ー
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
る
。
ビ
ー
ト
の
き

い
た
音
に
乗
っ
て
、
楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
。

マ
練
習
日
毎
週
火
曜
日

マ
時
間
午
前
日
時

5
日
時
却

分マ
場
所
大
野
公
民
館

マ
会
費
月
一
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
高

梨
佐
久
子
(
電
話

M
l
ニ
二

O

九
)

-
女
声
コ
ー
ラ
ス
に

ま
ど
か
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
チ
ャ
ィ
ル
ド
シ
ー

ト
、
ベ
ビ
I
布
団
、
ぺ
ピ
l
ラ
ッ

ク
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
ス
テ
レ
オ
ラ

ッ
ク
、
応
接
間
用
テ
ー
ブ
ル
、
ベ

ッ
ド
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
留
守
番
電

H
H
HH
Ha
-
-
-
-
-

・0

で
作
っ
た
も
の

(こ
れ
で
お
茶

"

を
飲
む
と
高
血
圧
に
良
い
ら
し

“

い
)
、
分
福
茶
釜
の
形
を
し
た
iu

万
古
焼
、
常
滑
焼
な
ど
、
多
種
=

多
様
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
き
ゅ
う
=

す
ば
か
り
を
う
の
目
た
か
の
目
=

の
よ
う
に
探
し
求
め
ま
し
た
。

=

近
年
は
、
見
付
け
る
こ
と
が
で
=

き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
乙
=

れ
が
私
の
た
か
ら
も
の
で
す
。

=

0

0

0

=

 

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
=

l
。
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に
=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
士

マ
送
り

先

〒

加
平
塚
市
浅
間

崎

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“

-----
Q
 保

育
室
、
保
育
者
も
い
る
の

で
若
い
お
母
さ
ん
方
も
安
心
し

て
参
加
で
き
る
。

マ
練
習
日
毎
週
金
融
日

マ
時
間

午
前
9
時
却
分

i
u

時マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
指
揮
者
石
井
康
男

マ
会
費
月
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
粉

川
房
子
(
電
話
お
|
七
三
七
六
)

・
マ
マ
さ
ん
パ
ス
ケ
に

平
塚
ク
イ
ー
ン
ズ
で
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
員
を
募
集
し
て
い

る。マ
対
象
バ
ス
ケ
ッ
ト
経
験
の

あ
る
方
で
、
初
Z
3
却
歳
代
の
マ

マ
さ
ん
。

マ
練
習
日
毎
週
土
晒
日

マ
時
間

午

後

7
時

t
9時

マ
場
所
旭
南
公
民
館
、
見
附

話
、
ワ
ー
プ
ロ
、
衣
類
乾
燥
機
、

ス
キ
1
キ
ャ
リ
ア
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
、
子
供
用
英
会
話
セ
ッ
ト
、

マ
ン
ド
リ
ン
、
大
正
琴
、
ウ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ

ー
、
包
気
温
風
ヒ
ー
タ
ー
②
無

料
五
月
人
形

。
蟻
っ
て
く
だ
さ
い

赤
ち
ゃ
ん

体
認
計
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー

チ
ェ
ア
1
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
パ
ジ
ャ

マ
、
ほ
乳
び
ん
、
男
女
子
供
服
、

ベ
ビ
1
キ
ャ
リ
ー
、
ベ
ビ
1
服
、

ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、
離
乳
食
用
食

器
、
男
子
学
生
服
、
七
五
三
者

物
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
、
サ
イ
ド
ボ

ー
ド
、
お
も
ち
ゃ
だ
ん
す
、
台
所

用
テ
ー
ブ
ル
、
レ
ン
ジ
台
、
テ
レ

ビ
台
、
食
卓
い
す
、
整
理
だ
ん

す
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
、
加
湿
器
、
エ
ア
ー
ク
リ
ー
ナ

ー
、
パ
ソ
コ
ン
、

ζ
た
つ
、
大
型

テ
レ
ピ
、
掃
除
機
、
ラ
ジ
カ
セ
、
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
、
mm子
レ
ン
ジ
、
句
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
炊
飯
器
、
ア
イ
ロ
ン

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

=一
)
へ
。

台
体
育
館

マ
会
費
月
一
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
閉
会
事
務

局
の
露
木
い
と
子
(
電
話
お
l

六
五
一
八
)
へ
。

-
女
声
合
唱
団
員
募
集

湘
南
ミ
ロ
ウ
ァ
テ
で
は
団
員

を
募
集
し
て
い
る
。
音
楽
好
き

な
方
な
ら
年
齢
は
間
わ
な
い
。

一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
。

マ
練
習
日
毎
週
水
曜
日

マ
時
間
午
前
日
時

3
午
後
1

時マ
会
場
背
少
年
会
館

マ
会
費
月
三
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
菅

原
和
子
(
電
話

M
l
三
九
二

一一)-
三
浦
海
岸
を
あ
る
く

三
浦
半
島
の
南
海
岸
岩
礁
ふ

れ
あ
い
の
道
を
、
さ
わ
や
か
な
秋

風
の
中
で
楽
し
む
。

マ
期
日
叩
月
刊
日
(
日
)
降

水
確
立
刊
軒
以
上
の
場
合
幻
自

(
日
)
、
以
後
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時

マ
コ
1
ス
平
塚
駅
|
久
奥
浜

駅・・
・京
浜
久
里
浜
駅
|三
浦
海

岸
駅
|
剣
崎
灯
台
・
・・
江
奈
湾
・
・・

剣
崎
小
学
校
・・・
三
浦
海
岸
駅
|

京
浜
久
里
浜
駅
・・・久
里
浜
駅
l

平
塚
駅

マ
交
通

費

約

一
千
八
百
円

マ
持
ち
物
弁
当
、
水
筒
、
雨

具マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
の
森
河
宏
久
(
電
話
出
l

三
四
O
ご

-
大
学
で
公
開
講
座
を

東
海
大
学
湘
南
公
開
セ
ミ
ナ

ー
委
員
で
は
、
学
生
や
地
域
住
民

の
方
々
に
文
化
意
識
の
向
上
や

知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
公
開
講
座
を
聞
く
。

ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

器

プ
レ
イ
セ
ラ
ピ

I

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
い
い
に
は
、
不
登

校
や
集
団
不
適
応
、
場
面
紙
黙
(
無
言
)
、

神
経
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ
て

い
る
子
供
た
ち
が
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
教
育
相
談
で
は
、
保
護
者
の

面
接
と
並
行
し
て
、
子
供
自
身
に
対
し
プ
レ

イ
セ
ラ
ピ
1
(遊
戯
療
法
)
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
を
行
い
、
子
供
の
成
長
を
支
え
て

い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
主
に
言
葉

を
媒
介
と
し
て
行
い
ま
す
が
、
幼
児
や
小
学

生
の
子
供
た
ち
は
ま
だ
言
葉
に
よ
る
表
現
が

う
ま
く
で
き
な
い
の
で
、
遊
び
を
通
し
て
心

理
治
療
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
プ
レ
イ
セ

ラ
ピ
1
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
1
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
も

ち
ゃ
や
遊
具
、
砂
場
、
水
遊
び
場
の
あ
る
プ

レ
イ
ル
l
ム
で
、
相
談
員
と
子
供
と
が

一
対

日
月
幻
日
(
火
)

午
後
5
時

1
6時
必

マ
期
白

マ
時
間

分マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

内

2
S
l
m教
室

マ
テ
1
マ

羽

田

孜

日

本

を

語
る
(
仮
題
)

マ
定
員
三
千
人

マ
入
場
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
セ
ミ
ナ

ー
委
員
会
(
電
話
回
ー
一

一一一

一
内
線
五
五

O
九
)
の
天

野
、
松
室

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
を

@
サ
ー
ク
ル
掲
示
桓

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
み

な
さ
ん
の
ぺ

1
ジ
。
会
員
募

集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
を
掲

載
す
る
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

一
で
一
定
時
間
行
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は、

一
人
の
子
供
に
対
し
て
毎
週
間
じ
暇

目
、
同
じ
時
間
帯
(
刊
分
間
)
を
約
束
し
、

子
供
の
状
態
が
良
く
な
る
(
実
際
の
生
活
へ

の
適
応
が
進
み
、
問
題
行
動
が
消
え
て
い
く

時
期
)
ま
で
、
続
け
て
い
き
ま
す
。

プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
l
の
対
象
者
は
、
幼
児
か

ら
十
二
歳
程
度
の
子
供
た
ち
で
す
が
、
中
学
生

の
相
談
で
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
な

く
、
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
を
取
り
入
れ
て
進
め

て
い
ま
す
。

プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
に
は
、
①
遊
び
を
通
し

て
、
心
の
緊
張
を
和
ら
げ
た
り
解
消
さ
せ
た

り
す
る
、
②
相
談
員
と
子
供
と
の
人
間
関
係

を
通
し
て
、
子
供
自
身
が
自
分
や
他
人
へ
の

見
方
、
と
ら
え
方
を
変
化
さ
せ
る
、
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
・
電
話
お
|
六

O
一
二

訟提i_契機滋公演

※電話予約は市民センター(電話32-
2235)へ

修禅寺物語 ・土蜘

く>11月22日(火)

・昼の部 12時30分間場、13時開演

・夜の部 17時30分間場、 18時開演

。市民センター
・出演者尾上菊五郎、市川佐圃

次、中村芝雀、市川園蔵ほか

-入場料 S席4000円、 A席3000円、 B

席2000円
・前習を所 市民センター、チケットセゾ

ン、チケットぴあ{長崎屋 4F)、稲元

fs楽著書庖、サクラおl苫コミック館、花

水ml苫、出口轡I苫

.¥;.-XX-.v. 'XV 、
【模様后】 うどん、そば、おしると等

【展示】油絵、パステル画、舎道、サー

クル発表(かたつむり、ベルアミの会等)
・問い合 わせ背少年会館電話32-7029

10月29日(土)"-'30日(日)
文化センタ一広場周辺
と青少年会館

【10月29日(土)の催し物】
.11 : 00 オープニングセレモニー
・11: 15 太極修演武

• 12 : 00 大ゲーム大会 (19: 00まで)

・19:00 特別企画講演会

「災を語るJ藤 田 昭 子 氏

【10月30日(日)の催し物】
• 9 : 00 健康体操

• 11 : 00 お茶会

.11 : 30 ジャズダンス

・12:00 人形劇

.13: 00 フルート演奏等

程
場

日
会



第 53フ号

"""""I"""""'~"""""""""""'I"'I'I'""1'1'1'1'1'1""""'1'1""""""""""""'""JI""""""""""""'~ 還。保健センター 平塚 市 中 里 j けていない乳幼児 ;・母子手帳、保険証を持参 ; 【11月の 3歳児】 ~ ---ーヘ¥ 義SS Mー17需 話Mー0311 :・開業医・病院で接種を。接: 、 : ・10日 3 年 9 月 1 日 ~10日: /"  ~ 

認。平塚ふ問一与塚市笠原町; 種目は医師とご相談を ~~幼~倒議翻濁 : .176 3 年 9 月四~20日 : / ・HEALTHY. "¥ 祭

蝿 6 -21 電話32一0130 :・母子手帳・保険証を持参 : :・24日 3 年 9 月21 日 ~30日: I ¥ 側

き 廓凶繍飽 i 周智 (Z22222z- j髄 餓 溺鑓 (ヘJIeん 3
3 ・22児 1 歳以上 6歳未満の ;~審切墨 ;-i吉宗?ま22df; 乳Z官官24252fk ライフ/3
笠・ 開業医 ・病院で接種を。接 j第 1期満3か月 以上 4歳未; 【11月の 3か月児】 ~ r母子手帳」を持参のうえ指~\ / 霊

童 種目は医師とご相談を 仁満ゐ乳幼児。 3 週間~ 8週~ . 2日 6 年 7 月 1 日~10日:定の医療機関で受診を。~""- ・LlFE・ / 暴
言 ・ 母子手帳・保険証 を持参 : 間の間隔で3回受ける :・16日 6 年 7 月 11 日~20日: : ¥¥JJJ二// 22 

;第三 期 第1期の3回目の接;・30日 6年7月21日~問; 寄 ~ffil 欝 : 一-r n 
議 き~ ~ llTタ切シ; 租日から1年以上1年6か: 【11月の1歳6か月期 : ;・会場保健センター 認
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歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時
日
月
お
臼
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

1
叩

時
却
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
泊
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
持
参
す
る
物
母
子
手
帳

(妊
婦
の
方
)
、
普
段
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(電

話
ロ

l
O
一
三

O
)
予
約
制

心
の
健
康
相
談

マ
日
程
叩
月
お
日

(火
)
、

日
月
2
日

(水
)
、
日
日
(
金
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
1
3

時
初
分

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(
電

話
詑

l
O
一三

O
)
予
約
制

母
親
父
親
教
室

-
妊
娠
6
か
月
ま
で
の
方

マ
日
程
日
月
7
日

(月
)、

M
臼
(
月
)
、
四
日
(
金
)

.
妊
娠
8
か
月
以
降
の
方

マ
日
程
日
月
幻
自

(
月
)
、

お
日
(
金
)

マ
時
間

午
後
1
時
加
分
5
4

時
。
た
だ
し
、

M
日
は
午
前
日

時
泊
分
1
午
後
2
時

マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

痴
呆
の
悩
み
に

{
老
人
性
痴
呆
疾
患
相
験
}

マ
日
時
叩
月
初
日
(
水
)
午

後
1
時
泊
分
3
3時
却
分

マ
会
場

平
塚
保
健
所

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、 生 年月 日 と両親の住

所、 氏名、 年齢 、 電話番号 、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんで、す。応募

されたはがき(1 日掲載分は26 日~10日締め切り、
15 日掲載分は11 日~25 日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲慨します。今回は15人応募。

大送り先 干254平塚市 浅 間 町 9ー1
平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
ぼ
け
に
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先

平
塚
保
健
所

(氾

話
ロ

l
O
一三

O
)
予
約
制

【
介
護
セ
ミ
ナ
ー
】

痴
呆
の
お
年
寄
り
を
家
庭
で

宕
て
い
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

マ
持
参
す
る
物
母
子
手
帳
、

鑑
記
用
具
、
ス
ラ
ッ
ク
ス

(7

日
と
幻
自
)
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

(
M
日
と
お
臼
)
、
エ
プ
ロ
ン

と
三
角
布

(
M
目
)
、
歯
ブ
ラ

シ
と
コ
ッ
プ

(
7
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
牒

(
内
線
二
五
九
)

成
人
病
講
演
会

糖
原
病
と
腎
臓
病
に
つ
い
て

の
講
演
と
相
談
会
を
聞
く
。
ど

な
た
で
も
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

マ
日
程
叩
月
幻
自
(
日
)

マ
時
間

午
後
1
時
羽
分
1

マ
主
催
平
場
市
臨
同
友
会

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

開
く
。

マ
日
程
日
月
1
日
(
火
)
、

9
臼

(水
)
、
四
日

(金
)
、

幻
自
(
火
)
の
全
4
日
間

マ
時

間

午

後
1
時
却
分
1
3

時
羽
分

マ
会
場

平
塚
保
健
所

幼
児
期
の
子
供
は

消
化
器
が
未
熟
な
割

に
栄
養
を
必
要
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
活

発
な
運
動
や
発
育
の

た
め
で
あ
り
、

普
段

の
食
事
だ
げ
で
は
栄

強
が
足
り
ず
、
こ
れ

}

を

補

う

の

が

お

や

つ

ペ

で
あ
る
。
お
や
つ
は
、

子
供
に
楽
し
み
を
与

ぇ、

生
活
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
貯
る
。

お
や
つ
は
、

一
日
に
一

3
二
回
、
量
や
種

類
に
気
を
配
り
、
ま
た
次
の
食
事
よ
り
も
二

時
間
程
度
離
す
よ
う
に
、
時
間
を
決
め
て
与

え
た
い
。
髭
は
子
供
の
年
齢
、
体
格
、
食

欲
、
食
事
の
と
り
方
な
ど
に
も
左
右
さ
れ
る

が
、
運
動
の
活
発
な
子
や
小
食
な
子
は
、
お

や
つ
を

一
回
分
の
食
事
と
考
え
て
よ
い
。

健
康
教
室
ヘ

市
で
は
、
脳
血
管
疾
患
な
ど

の
原
因
で
あ
る
悶
脂
血
症
を
予

防
す
る
た
め
の
教
室
を
聞
く
。

マ
日
程

日
月
4
日
1
お
自
の

金
昭
目
、
会
4
自
問

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
5
3

時
。
た
だ
し
、
四
日
は
午
前
日

時
5
午
後
2
時

マ
会
場
横
内
公
民
館

※
同
日
の
み
、
先
着
加
入
に
つ

き
、
日
月
日
日

(木
)
ま
で
に

電
話
で
横
内
公
民
館
(
電
話
M

l
O
一一

八
)
へ
申
し
込
み

を
。
当
日
は
実
習
費
二
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

マ
内
容
ほ
け
っ
て
何
?
、
い

ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
、
お
年
寄

り
と
じ
よ
う
ず
に
付
き
合
う

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先

平
塚
保
健
所
(
電
話
泣

lo-
-一一O)

親子ふれあい童謡コンザー卜

-入場無料(先着200人)

・申し込み 11月 7日(月)までに電話で

文化行政推進室(内線673)へ。

うたうおもちゃ箱
く〉日時 11月26日(土)

開演午後2時30分

。会場中央公民館

・出演者青柳常夫
【青柳常夫プロフィール】

うたうおもちゃ箱コンサート、発進せよノ

UFOミュージ ックBOXを中心に活躍中

・曲目 うたえパンパン、 おもちゃのチ

ャチャチャ、森のくまさん、こげよマ

イケルほか

⑧入場無料 入場整理券を11月 8日(火)

から各公民館で配布

種
類
と
し
て
は
、

四
季
の
果
物
、
野

菜
、
牛
乳
、
乳
製

品
、
芋
類
、
穀
類
、

豆
類
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
手
作
り
し
て
あ

げ
た
い
。
た
だ
毎
日

ー

の

と
と
で
も
あ
り
、

て

市
販
の
物
も
与
え
て

よ
い
が
、
そ
の
際
に
は
着
色
料
や
保
存
料
の

あ
る
も
の
を
避
け
る
よ
う
に
す
る
。

お
や
つ
と
い
う
と
、
甘
い
菓
子
や
ジ
ュ
ー

ス
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、

こ
う
い
う
物
は
食
欲
を
無
く
し
た
り
栄
養
の

偏
り
を
招
く
場
合
が
多
く
、
虫
歯
の
原
因
に

も
な
る
。
塩
分
、
脂
肪
分
の
多
い
物
や
、
甘

味
の
強
い
物
は
少
量
に
と
ど
め
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
(
健
康
課
)

お

石と笛のコンサートt

L 音 楽を よ り 日 常 的 な生 活の 中にふれて

いた だくとともに、 地域の方々 と新進

ア ーテイストとの交流を目的に野外コ

ンサートを開く。

日時 11月12日(土)

午後3時30分"'5時

大神環境衛生センター

野外彫刻のある中庭周辺
彫刻家池田微

フルート 上原志保子

クラピノーパ安藤英奈子

-幽目 トロイメライ、ディズニーメドレ一

白い恋人たち、となりのトトロ、白鳥ほか

会場

-出演
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-
福
祉
の
講
習
会
で
す

第 53フ望号

泊
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
内
容
拡
大
写
本
製
作
の
基
礎

マ
募
集
人
員
同
人
(
先
岩
順
)

マ
教
材
費
一
千
円

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
堅
官
(
電
話
お

l
二
三
三
三
)

へ。

マ
内
容
薬
と
健
康
に
つ
い
て

マ
参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
医
事

部
(
電
話
出
1

0五
二
O
)
へ
。

A-湘
南
討
論
交
流
集
会

-
生
産
緑
地
の
縦
覧
を

湘
南
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
で

は
、
湘
南
地
域
県
民
肘
論
交
流
集

会
を
聞
く
。

マ
日
時
日
月
5
日
(
土
)
午
後

1
時
却
分
5
4時
却
分

マ
会
場

二
宮
町
公
民
館

マ
テ
l
マ
湘
南
そ
の
ま
ち
と
く

ら
し
あ
す
の
ま
ち
づ
く
り
を
三

世
代
で
語
り
合
お
』
つ

マ
内
容
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
県
民
課

(電
話

詑
|一一
七

一
一
内
線
二
ニ
四
)

へ。

平
塚
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
都
市
計
画

法
第
十
七
条
第

一
一
岐
に
基
づ
き
縦

覧
す
る
。

マ
縦
覧
期

間

同
月
お
臼
(
火
)

1
日
月
7
日
(
月
)
(
た
だ
し
土
・

臼
暗
目
、
祝
祭
日
は
除
く
)

・
時
間
午
前
8
時
初
分
1
午
後

5
時

マ
縦
覧
か
ポ
都
市
計
画
幌

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
醜

(
内
線
四
二
九
)
へ
。

-
マ
ス
コ
ッ
ト
に
愛
称
を

av健
康
講
座
を
開
く

応
募
は
何
点
で
も
で
き
る
が
、
自

作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る

マ
応
募
期
限
ロ
月
初
日
(
火
)

応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
神
奈
川
県
国
体
準
備
局
か
な

が
わ

・
ゆ
め
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
愛

称
募
集
係

(
地
謡
附
I
m
i
-
-

一
一
内
線
四
六
一
四
)
へ
。

A
V
技
術
校
で
受
講
生
を

藤
沢
高
等
職
業
技
術
枝
で
は
、

講
密
会
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

{
ワ
ー
プ
ロ
操
作
コ
l
ス
}

マ
日
程
日
月
幻
日
(
月
)
、
詑
臼

(
火
)
、
犯
日
(
月
)
、
凶
日
(
火
)

全

4
回

・
時
間
午
前
8
時
日
分
1
午
後

4
時
叩
分

マ
募
集
人
民
別
人
(
抽
せ
ん
)

マ
申
込
期
限
日
月
7
日
(
月
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
校

(句
括
O
四
六
六
l
お

l
二
四
二
五
)
へ
。

-
園
芸
教
室
を
開
く

典
氏

マ
内
容
花
鉢
物
の
冬
の
管
理

問
い
合
わ
せ
は
、
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー

(屯
話
幻
|
O
五

九
三
)
ヘ
。A-秋

の
大
学
祭
へ

東
海
大
学
と
神
京
川
大
学
で

は
、
大
学
祭
が
開
か
れ
る
。
期
間

中
は
鵠
演
会
や
各
頼
イ
ベ
ン
ト
が

多
数
催
さ
れ
る
。
ご
来
場
を
。

【
東
海
大
学
・
建
学
祭
}

マ
日
程
日
月
1
日
(
火
)
1
4

日
(
金
)

【
神
奈
川
大
学

・
平
塚
祭
}

マ
日
程

日
月
5
日
(
土
)
1
6

日
(
臼
)

A
V
人
権
講
演
会
開
く

な
き
医
師
団
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
グ
サ
ピ
エ
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
リ

氏マ
入
場
料

一
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
政
策
課

庶
務
担
亘
(
内
線
五
O
五
)
へ
。

A
V
公
開
講
座
に
参
加
を

東
海
大
学
湖
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー

餐
円
以
会
で
は
、公
開
講
座
を
聞
く
。

マ
日
時
叩
月
初
日
(
金
)
午
後

5
時
3
6時
品
分

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎
松

前
記
念
館

マ
内
容
、
講
師

日
本
語
再
考
証

外
山
滋
比
古
氏

問
い
合
わ
せ
は
、
問
委
員
会
(
也

話
回
|
一

一
二
ご
へ
。

-
パ
ー
ト
タ
イ
ム
相
談

十
一
月
一
円
か
ら
十
日
に
か
甘

て
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
句
間
に

合
わ
せ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ん
で

も
相
談
を
聞
く。

マ
日
時

日
月
2
日
(
水
)
午
前

日
時
5
午
後
4
時

マ
場
所
勤
労
会
館

問
い
合
わ
せ
は
、
勤
労
会
館
(
電

話
詑
l
三
三
五
五
)
ま
た
は
、
県

湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
(電
話
O
四

六
七
|
部
|
一
一
七
こ
へ
。

-
育
児
介
護
の
相
談
を

二
十
一
世
紀
職
業
財
団
で
は
、

育
均
介
護
、
家
事
な
ど
の
雲
仙

相
肢
を
し
、
保
育
所
、
福
祉
施
設
、

家
政
婦
紹
介
所
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

マ
相
談
日
時
毎
週
月
5
金
曜
日

午
前
9
時
却
分
3
午
後
4
時
却
分

ご
利
用
は
、
電
話
附
1
m
l二

O
ニ
O
へ。

-
基
本
調
査
に
協
力
を

総
務
庁
で
は
、
十
月
下
旬
か
ら

サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
活
動
の
実
態

や
産
業
、
従
業
者
規
模
等
の
分
布

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
実
施
す

る
。
閥
査
員
が
訪
問
し
た
際
は
ご

協
力
を
。

av時
短
推
進
に
奨
励
金

労
働
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、

+
・
ム
・ム
・
ム
・ム
・ム
・
ム
・
ム
・ム
・ム
・
ム
・ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
・
ム
+

&

F

i

l
i
-I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
11
11
1
1
1
1

ト

ル
玄
々
だ一
例
一二
九
一
昨

ト

ト

十

社
会
稲
祉
基
令
一
は
、
地
域
福
七
円
、
関
品
久
雄

三
千
円
、

ト

ゆ

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
花
水
老
人
大
学
問
笠
宮
八
千
L
F

N
に

使

わ

れ

る

。

九

百

六

円

、

ふ

じ

み

野

子

供

会

内

ト

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉

八
千
六
百
三
十
九
円
、
五
領
祭
い

+

協
協
会
(
包
括
お
l
二
三
三
一
ニ
)

チ
ャ
リ
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ス
+

日

へ

。

(

悲

略

)

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

ニ

亙

一一
時

τ埜

藷

基

金

へ

・
平
塚
千
円
、
平
塚
競
輪
選
一
役
珂町
村

A
V
・湘
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

三

所
従
業
員
一
同
八
千
八
百
四
+

吋

十
万
円
神
奈
川
県
資
源
回
収
十
五
円
市
民
担
談
室
募
金
箱
咋

M
協
同
翌
日
平
塚
支
部

一
万
二
五
千
二
百
九
十
三
円
高
麗
山
州

い

千
百
二
十
八
円
、
十
二
人
会
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
十
二
時
間
マ
ラ
Av

iv
-千
円
、
高
砂
香
料
工
業
平
塚
ソ
ン
テ
ニ
ス
チ
ー
ム

一
万
二

+

+

工
場
七
万
九
千
六
十
円

星
千
円
福
祉
芸
能
の
集
い
実
行
川

村

野
栄
治

十
万
円
篠
田
住
江

餐
員
会
十
九
万
二
千
三
十
八
↑

iT

二
千
円
、
武
井
新
太
郎
十
二

円
、
匿
名
五
千
円

ベ

川

万
円
ユ
キ
油
絵
グ
ル
ー
プ

展

マ

交
通
遺
児
へ

・
平

塚

雲

村

+

二
万
五
千
円
、

湘
南
カ
ラ
オ
ケ

三
万
四
千
三
百
二
門
家
栄
一

や

+
連
合
会
十
万
九
千
四
百
二
十

一
千
円

ベ

AFγ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
-
TT
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・何

一
定
の
栄
樹
、
規
模
の
耶
業
場
に

マ
お
語
り
す
る
樹
木

・
た
ら
よ

つ
い
て
は
平
成
九
年
四
月
一
日

か

う

(

樹

高

3
M川、

1
本
)

ら
週
四
十
時
間
労
働
制
が
適
用
さ

れ
る
。こ

の
た
め
労
働
省
で
は
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
週
四
十
時
間
制
へ

の
移
行
を
は
か
る
た
め
、
時
短
推

進
を
し
た
事
業
所
に
対
し
奨
励
金

を
支
給
し
て
い
る
。
詳
し
く
は、

時
短
支
援
セ
ン
タ
ー

(
旬
話
附

|
脱
|
五
九
六
五
)
へ
。

-
退
職
金
づ
く
り
を
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-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
六
七
三
)

ヘ

。

(

敬

称

略

)

・
平
揮
M
Nプ
ラ
ザ
商
庖
会
十

万
円
、
文
化
行
政
推
進
室
募
金
箱

三
千
百
十
円
、
平
爆
舞

翌
E

十

万
円

-
み
ど
り
基
金

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
国

際
み
ど
り
推
進
係
(内
線
五
九
ご

へ

。

(

敬
称
略
)

・
花
水
山
室
哲
四
万
五
千
百
九

十
七
円
西
湘
イ
ベ
ン
ト
商
業
協

同
組
合
平
塚
支
部

三
万

円

濃

の
会
一
万
円
、
み
ど
り
公
園
幌

募
金
箱

一
千
六
百
四
十
六
円

江
戸
期
、
須
賀
は
相
模
川
水

運
の
物
資
集
積
地
と
、
そ
れ
に

続
く
海
上
輸
送
の
起
点
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
は
、
元
禄
三
年

二

六

九
O
)
、
幕
府
が
回
船
の
出
入

り
す
る
港
と
し
て
書
き
上
げ
た

「
相
州
七
ヵ
浦
」
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
海
運
は
、

諸
物

資
を
迎
ぶ
う
え
で
、

今
回
、
私

た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
大
き

な
働
き
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中

心
と
な
り
各
地
沿
岸
を
走
り
ま

わ
っ
た
船
が
回
船
で
す
。
主
要

相州須賀湊の碑

し
た
が
っ
て
、
須
賀
棲
を
利
用

す
る
回
船
は
、
四
百
石
積
み
級

の
回
船
を
最
大
級
の
船
と
し
て

い
た
地
回
り
回
船
、
近
回
り
回

船
の
利
用
に
限
ら
れ
て
い
た
と

い
え
ま
す
。

江
戸
期
の
絵
図
を
見
る
と
、

相
模
川
右
岸
河
口
に
持
品
場

(
荷
揚
げ
場
)
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
湊
口
の
狭
さ
か

ら
四
百
石
積
み
級
の
回
船
で
は

直
接
に
は
須
賀
河
岸
に
接
岸
で

き
ず
、
集
荷
さ
れ
た
物
資
は
、

一
時
、
荷
揚
げ
場
に
積
み
上

げ
、
後
に
沖
に
停
泊
し
た
回
船
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回
船
な
ど
で
は
五
百
石
積
み
か

ら
千
石
積
み
、
千
五
百
石
積
み

級
の
大
船
が
多
く
使
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
地
回
り
回
船
や
近
回

り
回
船
の
多
く
は
四
百
石
積
み

以
下
の
回
船
が
普
通
で
、
特
に

近
回
り
回
船
で
は
百
石
積
み
以

下
の
小
回
船
が
多
用
さ
れ
ま
し

た。
相
模
川
の
河
口
を
利
用
し
た

須
賀
料
で
は

「
榛
口
二
十
間
余

大
船
は
入
ら
ず
、
四
百
石
積
の

船
を
限
度
と
す
」
(
「
新
編
相
模

国
風
土
記
稿
」
)
と
あ
り
ま
す
。

須賀漁港を望 む一角に建立された

相州須賀演の 碑

に
積
ま
れ
ま
し
た
。

百
石
積
み

以
下
の
小
田
船
の
場
合
は
河
岸

場
に
直
接
接
岸
し
、
荷
揚
げ
と

荷
下
ろ
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

河
口
付
近
の
川
の
流
れ
と
横
波

に
よ
り
、
砂
浜
に
押
し
つ
け
ら

れ
破
船
ず
る
乙
と
も
ま
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

須
賀
棋
の
碑
は
、
須
賀
撒
潜

を
望
む

一
角
に
、
昭
和
四
十
一

年
夏
、
商
業
地
と
し
て
栄
え
た

須
賀
を
し
の
び
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)


